






































































 2 Tsoobeクランは Nyiginya王朝の創始者 Gihanga王の庶子 Rutsobeを名祖とし、
宮廷儀礼家クランの最上位に位置した。Tsoobeの儀礼王は王と王母に次ぐ高位







 4 Mutara I Semugeshiの時代にブルンジ王から派遣されてルワンダに住み着いた
儀礼家 Kinigaの息子が Nkunaで、Nkunaの息子が Ndungutseだった。Nkuna
を名祖とする Abakunaリニジは、儀礼家の序列で第八位に位置し、歴代の王母


























 6 ［3］「Mushongiの Nganzo」： ルワンダ東北部の Byumbaの Bureruka地方の
Mushongi山地にある王家の鉄鉱山（d’Hertefelt & Coupez 1964: 477）。
 7 ［4］「唯一者の鍬（iicyumwe）」：儀礼用の鍬の名前-umweと「唯一」-mweとの
掛詞。唯一者は王のこと（d’Hertefelt & Coupez 1964: 302, #259–260, 443; 
Coupez et al. 2005: 2698）。この鍬は「VI. 火の道」にも出てくる。
 8 このあと四という数が何度も出てくるが、四は吉数である。




























つ長さ 80 cmの大型槍先を 30人チームで 1ヶ月に 20本作れたという（Celis 
1988: 52）。
 11 大湖地方全体についてMworoha 1977: 265–281、ブルンジは Ndayishinguje 


















































見にも使った（Lugan 1997: 197–198; Kagame 1954: 100–102; Pauwels 1958: 103–
105; 宇野 2012: 80）。
 16 ［106］「imbakaの皮を置く」： imbakaは Felis aurata、アフリカン・ゴールデン
キャット（Coupez et al. 2005: 113）。その皮は王権の象徴で、王が亡くなったと
きにも、ウサギの尻尾と一緒に死体の上に置かれる（宇野 2012: 69）。
 17 ［109］Roha: ZigabaクランのHeekaリニジの分枝。水撒き具などを使って清め





なく 203行や 863行でも使われたと推測している（1964: 233, 263, 373 #109–
110）。しかし葬儀で殺した牛の肉を即位式で使う意味が分からない。我々は、
この肉は殺した直後に遺族が共食したと考える。
 19 ［110］「上述の葦」： 94行注を参照。葦は王座周辺に置いてあるのか。
 20 ［111］gisaayuura（-saayuura 9/7）：ムクロジ科（Sapindaceae）のアカギモドキ
属（Allophylus）の小灌木 Allophylus rubifolius（Troupin 1983: 300; Coupez et 
al. 2005: 2100）。動詞-saayuuk「難局を乗り切る、苦境を脱する」との掛詞。d’
Hertefelt & Coupezは、キツネノマゴ科（Acanthaceae）の蔓性植物ヤハズカズ





















起床の太鼓が鳴る時に、手で触れた（Pagès 1933: 494; Delmas 1950: 40）。起床
時のこの動作は 309–313行に見える。Pagèsによれば、この金槌は、ルワンダに
攻め入った Banyoro軍を撃退するため、Nduga国の呪術王Mashira（宇野 2010: 




 22 ［118］ 「お父上があなたに遺された金槌」：王権金槌のこと。王権金槌は通常の
金槌より装飾的で、長さ 40 cmないし 55 cm前後の細長く平らな鉄棒の両側に
山形の曲線を描く枝がつき、十字架の横棒が牛の角か鳥の翼のようにカーブして
いる。王権金槌の写真はMaquet 1957: 40–42; Bourgeois 1957: 164, g. 25を、普
通の鍛冶屋の金槌については Celis 1988: 170–200; Celis 1989: 31–33を参照。
 23 ［120］「ブニャブンゴ」（Bunyabungo）：現コンゴ・キンシャサ東部のキヴ湖の西



























 25 ［131］「王権太鼓たち」：筆頭の Karingaとその配偶の Cyimumugiziの他、一九
世紀末に Kigeri IV Rwabugiriが作った KiragutseとMpatsibihuguがあった。王
権太鼓については宇野 2011: 96–97を参照。



















































という urusengo（pl. insengo, 「一種のファイフ fr. fre」）に似た楽器を使い、王
権太鼓 Rwogaの採用後も、それらは王権の象徴だったという（Kagame 1972: 
39–40; 1951: 70 note 109; 1963: 20）。d’Hertefelt & Coupezは Nyamiringaを陶製
のオカリナ、-sengo 9, 10をフルートとしている（1964: 482、432）。しかし、後
の 175行で Nyamiringaは-sengoと呼ばれているから、両者は同種のものと考え
られる。Coupez等の辞書は Nyamiringaを「おそらく呼子」（Coupez et al. 2005: 
2686）とし、-sengo 10, 11の第一義を「角笛。ヒョウタンや、竹や、穴を開けた
角に皮をつけ、穴を吹いて鳴らす楽器」､ 第二義を「Nyiginya王朝の始めに使っ
た、呼子に似た、王権の古い象徴」とする（Coupez et al. 2005: 2129）。
 29 ［161］Mugarura：不詳。-garur-「自分の方へ連れ戻す」（d’Hertefelt & Coupez 
1964: 471）。秘典ではここに出てくるだけ。（人名では Kagame 1963: 28–29にあ
る。）
 30 ［161］Muvuba-ndoha：不詳。意味は「巨大なふいご」（d’Hertefelt & Coupez 
1964: 474）。秘典ではここに出てくるだけ。
 31 ［162］Ngom-itagir-amakemwa：不詳。たぶん太鼓。意味は「欠点のない太鼓」























 32 ［172–174］「王母に提示するのはこれ一回である」：王には 1003行以下で再び提
示される。
 33 ［175］「Bufunduの Geseraクランの者」： Geseraは、ほとんどがフツからなる
「地上にいた人々」（abasangwabutaka）のクランの一つで、Zigabaクランと共に、
王クランに対して儀礼的保護者（-se）として振舞った。王の葬儀では保護者ク
ランは死体の燻蒸場所を提供した（宇野 2007: 132; 宇野 2012: 56注 26）。Bufun-
duはルワンダ南西部の現 Gikongoro地方で、Mutara I Semugeshiに征服された
小王国があった（宇野 2010: 184–185; 宇野 2011: 122）。
 34 ［176］「王宮の外苑」（kaarubanda）：王宮の外周に環状に巡らされていた広場























 35 ［196］「Nyabirunguの子孫」： 136行の「Nyabirunguの清浄な子孫」の注を参照。
 36 ［198］「Cyabakangaの子孫の Konoクランの者」： Konoの儀礼王は、宮廷の儀




理した（Kagame 1947: 370; 1972: 62–63；王母クランについては、宇野 2007: 
128–138; Konoについては、Delmas 1950: 138–141; Nyagahene 1997: 551–567）。




















 38 ［204］「Nyamigeziの子孫」： Nyamigeziは、Nyamikenkiの息子（Kagame 1947: 
372, note 20）ないしMinyarukoの息子で Nyamikenkiの孫（Kagame 1972: 
101）。彼らは Busigi（現ルワンダ東北部の Byumba県）の土酋muhinza（Histo-
rique et chronologie: 174）で、彼らのうちの 1人が Ruganzu II Ndoriの即位を助
け、王権太鼓 Karingaを作った（Kagame 1972: 101–102）。あるいは先代の王の
遺臣が隠した王権太鼓を Ndoriと共に探し出した（Coupez et Kamanzi 1962: 
278–281）。あるいは先代の王の遺臣の助けで王権太鼓を手に入れて自宅に隠し
ていた（Historique et chronologie: 175）。あるいは Ndoriは自分で見つけた Kar-
ingaに Nyamikenkeの牛の皮を張った（Pagès 1933: 274）。
 39 ［208］「清浄な Tsoobe」： 205行目の「大いなる Tsoobe」（儀礼王本人）とは別
の、197行目で即位式を行った代理人を指すらしい。
 40 ［X210］「Egaクランの者がその左にいる」：なぜ Egaクランが登場するのか明ら
かでないが、王母クランの代表か。
 41 ［218］「世俗名」（izina ry ubutuutsi）：王や王母が即位前に使用していた名前。 

































［250–255］ Cyimanyiの子孫45は akaziga46の木と umuribata47の草を取りに行
く。
［256–249］ Tsoobeは Rwezangoro井戸48の水と uburezi49と Kabyaza井戸50の
 43 ［243］「Kabagari」： Tegeの儀礼王は ｢Kabagariの住人｣ とも呼ばれる。彼の
Kabagari行きは 331–705行に詳述される。
 44 ［244］「起臥太鼓（ingoma y indamutsa）」： -ramutsa 9, 10. 直訳は「朝晩の挨拶 
の太鼓」。王の起床時と就寝時に鳴らす。1代限りで作り直される（d’Hertefelt & 
Coupez 1964: 291; Coupez et al. 2005: 1842–1843）。その製作はこの後で詳述さ
れる。
 45 ［250］「Cyimanyiの子孫」：詳細不明の儀礼家。彼の仕事は 706–811行と 954–
971行に見えるように、王のために呪術的な薬（subyo）を作ることで、Pagèsに
よれば、宮廷に subyoを供給するのは Bakomaクランつまり Nkomaの国人の特
権だった（Pagès 1933: 389–390）。Kagameによれば、Abakomaの名祖 Nkoma
は、有名な呪術師Marangaraの息子 Nkondogoroの息子で、その居住地 Nkoma
は GitaramaのMushubatiにあった（Kagame 1972: 94–95）。この Nkomaの子
孫が Cymanyiの子孫と同じ集団かどうか不明。
 46 ［255］「akaziga」： -ziga 12, 14.不詳の植物（d’Hertefelt & Coupez 1964: 428; 
Coupez et al. 2005: 2847）。
 47 ［255］「umuribata」： -ribata 3, 4.キク科の草本植物 Blumea mollis、多年生で直
立、高さ 0.6–1 m（Troupin 1985: 592;）。この草で編んだ同名の丈夫な綱で輪差
を作って動物の罠にする（Coupez et al. 2005: 1928）。
 48 ［258］「Rwezangoro井戸」： Kigari山の北、Nyabugogo川の左岸（南岸）の、 
水飼い儀礼をおこなうMuhimaに水を供給する水源（d’Hertefelt & Coupez 
1964: 491）。「IX. 水飼いの道」705, 930行に出てくる。
 49 ［258］「uburezi」： d’Hertefelt & Coupez によれば、-rezi 14は kumara urubanza
儀礼で Ryangombeに供犠された牛の第一胃の中身で、悪霊を鎮めるために屋敷
の四隅に撒かれた（d’Hertefelt & Coupez 1964: 428, 295 #67–70, 330 #938; 
Coupez et al. 2005: 1923）。「IX. 水飼い槽の道」938, 989, 1018, 1057行にも出て
くる。
 50 ［259］「Kabyazaの井戸」： Kigari山の北西の Nyamweru山の麓の井戸。Nyam-







［261–267］ Konoの儀礼王は Bwamiの子孫54と一緒に Kigariの Kiruhuura55
に行って発火錐56用の木を切り、Kigariの Rutagara57に行って発火錐を
持ってくる。









 52 ［260］「Butangampundu山」： Kigari県の山名で、自殺ないし負傷死した王や王
母を埋葬する王家の墓地があった（Kagame 1952: 123 note 75）。
 53 ［260］「一本だけ生えたニガウリ」：ニガウリ（-iishywa 3, 4）はウリ科の蔓植物
Momordica charantia L. またはM. foetida Schm. （Troupin 1983: 462; Coupez et 
al. 2005: 1083）。豊穣や勝利の象徴で、結婚式、Ryangombe祭祀、喪明けの儀式
などで使われる目出たい植物。「孤高の」（-nege）：王のように、一本だけ生えて
いる（d’Hertefelt & Coupez 1964: 300–301）。
 54 ［263］「Bwamiの子孫」： bwamiは「王権」の意。秘典では「Bwamiの子孫」は
王の発火錐の世話をする Twaを指す。921行以下に発火錐を使った儀礼が出て
くる。
 55 ［264］「Kigariの Kiruhuura」： Kigariの東の Remeeraの丘と Kicukiroの丘の間
の谷の名前（d’Hertefelt & Coupez 1964: 468）。ここにしか出てこない。
 56 ［265］「発火錐」（ubushingo）：堅木製の「雄」の棒（urugabo）を柔木製の「雌」
の棒（urugore）の溝に当て、両手で錐のように回して摩擦熱を生じさせ、乾草
などに火をつける（Lestrade 1972: 34–35; d’Hertefelt & Coupez 1964: 291 note 
11）。
 57 ［266, 270］「Kigariの Rutagara」： Kigari山の西の山腹の裂け目の名前（d’Herte-
felt & Coupez 1964: 489）。





 60 ［276］「Sovuの矢羽根作り」： Nyaruguru地方南部（Butare県の Nyanza）の














 61 ［278］ 「Buremboの住人」： Ndizaの Burembo地方の住民（Rembo）。宇野
2010: 176–177; Kagame 1954: 65を参照。
 62 ［280］「Busagaの森」： Burembo地方の小森（d’Hertefelt & Coupez 1964: 451）。
 63 ［279］「雄のヒヒ」： -guge 9, 10.オナガザル科のヒヒ Papio doguera。即位式の時
に雄を一匹捕まえて、宮廷で飼った。「VI. 火の道」155行、「IX. 水飼いの道」71, 
901行にも出てくる。Ruganzu II Ndori王が Byinshiの子孫たち（1086行参照）
に追われていた時にヒヒに助けられたという故事によるらしい（Coupez et al. 
2005: 665–666; d’Hertefelt & Coupez 1964: #155; Delmas 1950: 53–55; Coupez et 
Kamanzi 1962: 271–279）。
 64 ［285–287］ 「ウサギ」： ウサギは軍事的機略の象徴とされる（d’Hertefelt & 
Coupez 1964: 312/#200）。ウサギの尻尾は、即位式で新王に渡される（865行）
だけでなく、王の死体の上に置かれ（宇野 2012: 69; IX, 1009）、遠征軍の将軍に
も任命式で渡される（X, 37, 73）。
 65 ［290］「Buyenzi」： Bufundu（175, 229行）の南の地方で、Mutara I Semugeshi
王の時代にルワンダに征服された Bungwe王国に属していた（宇野 2011: 122）。
 66 ［292］「「勝利者の首飾り（inganji）」： -ganji 9, 10は「勝利者」「持ち主に訴訟で
好結果をもたらす赤いビーズの首飾り」（Coupez et al. 2005: 532）。869行では
「赤いもの」（intuku）と呼ばれる。
 67 ［293］「GihangoのMuko」： Butareの Bungeにある場所の名。Mukoはエリス
リナの木を意味した（d’Hertefelt & Coupez 1964: 472）。
 68 ［295］「Rwondo」：不詳。
 69 ［296］「Shaki」：不詳。
 70 ［300］「赤い umutanga」： umutangaはウリ科の大型のツル植物 Peponium vo-




















 71 ［301］「Rungaの Ngoma（Kabagari）」： Rungaの Ngomaは Kabagariに 近 い
Busanzaの RweseroのMwogo川右岸にある谷（d’Hertefelt & Coupez 1964: 
477）。「XII. 7回目の装飾の道」4–5行にも「Rungaの Ngomaの umuvugoで太
鼓が飾られる」とある。
 72 ［301］「umuvugo」： -vugo 3, 4は不詳の植物（Coupez et al. 2005: 2742）。
 73 ［303］「Singaクラン」： Geseraクラン、Zigabaクランと共に、ルワンダの先住 
民（「地上にいた人々」）とされる（Delmas 1950:154; Nyagahene 1997: 298–327）。
 74 ［304］「Munyigaの子孫」： Ndoba王の子Munyigaを名祖とする王家クランのリ
ニジ（Delmas 1950: 37; Kagame 1959: 84。Nyagahene 1997の Nyiginyaのリニ
ジ名簿にはない）。
 75 ［306］「kuyuの草束」（inkuyu）： -kuyu 9, 10は牛をこすって毛並みをきれいに 





















 77 ［320］「Tanduraリニジの者」： Tanduraは儀礼専門家の序列で第六位の集団で、
小 Gitanduraを名親とし、王権太鼓の一つ Cyimumugizi鼓を管理した
（Kagame 1947: 370–371; Kagame 1963: 25）。Ndahiro I Ruyangeの息子 Kingari
の息子ないし子孫に大 Gitanduraがいて、その子孫にも同名の小 Gitanduraがい
た。前者は Ruganzu I Bwimbaに仕え、子孫は王の子供に命名する特権を与えら
れた。後者は王権太鼓の一つ Cyimumugizi鼓の管理者で、Ndahiro II Cyamata-
raが殺された際に太鼓を隠して守ったと言われる（Delamas 1950: 28–29; 
Kagame 1972: 51, 91）。
 78 ［321］Roro： d’Hertefelt & Coupez のインフォーマントによれば、Roroは Singa
クランのリニジで、Muroroを名祖とし、そのメンバーは宮廷詩人だったという
（1964: 487）。
 79 ［329–330］ 「こう言う…答える」：夕方の牛飼いの仕事が終わったときに主人と
























 80 ［348］「清めの水撒き具 uhagiro」：儀礼的に洗浄するために水などをかけるとき

















別の Tegeが Nyundoの Gicuba丘90に行って二つの小型リズム鼓91と二つ
の igicuba壺92を作るための木を切る。
 84 ［408］「ソルガム（amasaka）」：イネ科モロコシ属の Sorghum bicolor （L.） Mo-
ench, syn. S. caudatum Auct. non Sta. ルワンダ語の amasakaも総称的な名称
で、数十の「品種」を含む（Troupin 1987: 375–376）。
 85 ［408］isogi：フウチョウソウ科（Capparaceae）の Gynandropsis gynandra （L.） 
Briq.（Troupin 1978: 313）。
 86 ［409］「inzungwane種のヒョウタン（inzuzi z inzungwane）」： inzuzi （-yuzi 11, 
10）はヒョウタン（Lagenaria siceraria）の類を指し、実の形は非常に多様で、
食用と容器用がある（Coupez et al. 2005: 2820; Troupin 1983: 458）。inzungwane 
（-ungwane 11, 10）は実が甘い味のするヒョウタンで、葉柄に棘がなく、若い実
は毛深く-uunguと呼ばれる（Coupez et al. 2005: 2706）。
 87 ［409］「シコクビエ（uburo）」： イネ科オヒシバ属の Eleusine corocana （L.） 
Gaertner.（Troupin 1987: 244, 245）
 88 ［461］「イチジクの木（umutaaba）」： Ficus ingens var. ingens.（Troupin 1978: 









 90 ［465］「Nyundoの Gicuba丘」： Bumbogo南 部 の Nyabarongo川 近 く の 丘 
（d’Hertefelt & Coupez 1964: 456）。
 91 ［467］「小型リズム鼓」： -shaakwe （-shaako） 9i, 10i＝高い音色でリズムを取る小






















大いなる Tegeと清浄な Tegeが Kadaho97に行く。清浄な Tegeが umura-
りの大きな木製の壺、あるいはそれより小さい牛乳入れの壺（Coupez et al. 
2005: 324–325）。
 93 この段階では皮を張っていない。内部を清めた状態を維持するためか。
 94 ［491］「外苑」（kaarubanda）： Tegeの儀礼王の屋敷のまわりの広場。
 95 ［489］「Busarure鼓」: Tegeの儀礼王の王権太鼓（Kagame 1947: 368）。





























 98 ［541］「心 臓（intima）」： 心 臓 を 取 る umuramaの 木 は シ ク ン シ 科 
（Combretaceae） の高さ 3～12 mの Combretum molle で、動詞 -ram-「長生き
する」と語呂合わせして元気、活力、生命力を象徴する （Troupin 1983: 532; 
Coupez et al. 2005: 1832; d’Hertefelt & Coupez 1964: 425）。ルワンダでは、木製
の心臓の他、小型の太鼓や牛の尻尾が王家の古い太鼓に入っていた（Kagame 
1959: 90）。周辺地域には、敵の指や頭蓋、亡き王の頭蓋や下顎骨などを太鼓に
























 99 ［630］「umwifuuzo」：ウルシ科（Anacardiaceae）の喬木 Pseudospondias micro-
carpa （A. Rich） Engl.（Troupin 1983: 295; Coupez et al. 2005: 1001）。鉄器の柄
を作るのにも用いた（18行）。
 100 ［698］「戦う者たち」：牛軍の名前（Indwanyi）。各牛軍から宮廷に供出された食




















 101 ［710］「RugondoのMugina」： Nduga東部の地名。地名Muginaと牛軍の名前
Inginaの語呂合わせがあるという（d’Hertefelt & Coupez 1964: 382 #710–711, 
471）。
 102 ［716］「Giharaの Kazigaの木の所」： Giharaは Rukoma東部（Gitaramaの Ka-
monyi）の地名で、kazibaの木を囲む屋敷があった。その木の根から魔法の薬を
作る（d’Hertefelt & Coupez: 1964: 466）。
 103 ［788］「KirwaのMuribata」： Rukoma北部のニャバロンゴ川近くの場所（d’Her-
tefelt & Coupez 1964: 473）。
 104 ［796］「この草（giti）」： -ti 7, 8は辞書的には「木」だが（Coupez et al. 2005: 
2524）、注［255行］で見たように umuribataは草である。秘典全体の用法では 
-ti 7, 8は「木、草木、植物」とされる（d’Hertefelt & Coupez 1964: 439）。 



























 105 ［859］ 「Mugungaの娘」：Mugungaは Ndoba王の息子Mugungaを始祖とする












































































 108 ［896］「雑草を取り（akandir）」： -andir- 畑の土を掘り返した後、地表の乾燥し
た雑草の根（-bagara）を拾う（d’Hertefelt & Coupez 1964: 395; Coupez et al. 
2005: 53, 109）。耕すのに唯一者の鍬を使ったと思われる。「IX. 水飼いの道」708, 
920–927行に類似作業がある。
 109 ［898, 900］「Mumbogoの子孫、Myakaの子孫」： Tsoobeの儀礼王の配下にあっ
て新穀儀礼（-ganura 3, 4）のためのソルガムとシコクビエを栽培する儀礼家た
ち。ルワンダ中部の Bumbogo地方のHuroに住み、Kalihejuruという太鼓を持
ち、Nyamurasa、Musana、Mumbogoという王号を使った（Kagame 1947: 368, 
note 9; Delmas 1950: 107）。彼らはMyaka（年、収穫の意）を名祖にし、正式に
は kwa Myaka（Myakaの所の者）と呼ばれた。ルワンダにソルガムをもたらし
たのは、Myakaの先祖で、Buhaから来た Gihe（時間、季節の意）だったと言わ






















































 112 ［931］「中に入れる」：「IX. 水飼いの道」582–591行の類似の発火儀式では、「火
が生まれると、それを集め、普通の火の中に入れる」（590–591行）とある。




























 114 ［948］「igihubiのリズム」：王の太鼓を叩くリズムの一種で、初代の Gihanga王
























 115 ［958］ 「解毒剤（-subyo 5, 6）」：何らかのタブー違反や出来事から生じる悪い結
果を防ぐために鼻から吸込んだり、水やビールに混ぜて飲む植物性の粉
（Coupez et al. 2005: 2351）。王はこれを毎日飲んだ（Pagès 1933: 389–390; de 
Lacger 1961: 257; d’Hertefelt & Coupez 1964: 305–306 #89）。
 116 ［963］「牛乳攪拌棒（mutoozo）」：（-toozo 3, 4）同名のアオイ科フヨウ属の木
Hibiscus aponeurus（Troupin 1983: 384）で作った清潔な棒で、凝固した牛乳を


















































 118 ［997］「牛軍・王権太鼓たち（Ingabe）」： Kigeri IV Rwabugiriが秘典の儀礼に関
係して作った牛軍（Kagame 1961: 113）。
 119 ［1002］「牛軍・強固にされた者たち（Inshya）」：この名前を冠する牛軍は 3つ 
あり、それぞれMibambwe I Mutabazi、Kigeri III Ndabarasa、Yuhi IV Gahind-
iroによって作られた（Kagame 1961: 16–18, 59–60, 94–95）。
























 121 ［1016］「Mpatsibihugu鼓」： Karinga鼓と Cyimumugizi鼓に加えて、19世紀後
半に Kigeri IV Rwabugiriが作った二つの王権太鼓のうちの一つ（Delmas 1950: 
16; Kagame 1952: 79, note 48 Kagame 1963: 30–32）。この太鼓は秘典では「IX、
水飼いの道」に集中して現れ、それ以外はここだけ。宇野 2011: 132を参照。
 122 ［1019］「彼［Tandura］」：この前に脱落がある。「「IX. 水飼いの道」659–663で
は、Mpatsibihugu鼓は Tanduraが差し上げている（d’Hertefelt & Coupez 1964: 
389）。
 123 ［1020］｢Kiraagutse鼓｣： 1016行のMpatsibihugu鼓とともに Kigeri IV Rwabu-



























































go省の住民の殆どがこれに属したという（Kagame 1963: 26–29）。d’Hertefelt & 
Coupezは、-kondoを「先祖代々の、伝統的な」という形容詞と考えているが、
Gakondoを固有名詞と解釈することもできるとする（d’Hertefelt & Coupez 1964: 



















 126 ［199］「Cyabaたち」： 199行で予告されていた真似事の即位式で、資格がないの





ると、「Cyabaの王」は、Rukoma東部の Rundaに住む Bacyaba bo kwa Segisabo
というリニジから選ばれ、その王権太鼓は牛の角製で、カモジグサの紐で羊の皮
を張ってある。その王号はルワンダ王の王号のもじりで、例えば Yuhiの代わり
にHuhiと言う（Delmas 1950: 173–182; Nyagahene 1997: 454–477）。
 127 ［1079］「ikigwararaの草（-gwarara 7, 8）」： 多くの植物が含まれる。キク科 
（Asteraceae）の Berkheya spekeana, Echinops eryngiifolium, Echinops giganteus, 
Echinops amplexicaulis, Echinops hoehmelii, Carduus leptacanthus, Carduus 
nyassanus, Carduus kikuyorum ないしキツネノマゴ科（Acanthaceae）の Bleph-























 128 ［1086］「Byinshiの子孫」： Yuhi II Gahima王の息子 Bamaraの息子 Byinshiの 
子孫。Bamaraは亡命中の Ruganzu II Ndoriの殺害を企て、逆に殺され、Byin-



























 131 ［1102］「Rima軍」： Cyirima II Rujugiraが作り、息子の Gihana王子に指揮させ
た軍。Gihanaがブルンジ戦で解放者として死んだため、父王はこの軍と牛軍
Nyamumbe（Kagame 1961: 42）の指揮権を Gihanaの子孫に永遠に与えたとい
う （Kagame 1963: 102–104）。この軍は秘典ではここだけに出てくる。




































 135 ［1122］「聖物（imaana）」： 109行の注参照。
 136 ［1129］「そこ」：どこか良く分からない。d’Hertefelt & Coupezは Cyirima祠と
考える（1964: 391#1129）が、与えられた領地とも考えられる。
 137 ［1130］「モズの羽毛のような形に頭髪を剃る」：前回平常に戻した髪型の調髪。






















 138 ［1131］「宿（iraaro）」： -raaro 7, 8は、-cuumbi 5, 6「仮の住まい、宿、キャン


























 141 ［1149］ 「四つの都」： 259行の Kabuye山の注で述べたように、新王は最初の四
つの王宮を次々に変えた。即位式を行った屋敷が最初のだとすると、ここで作っ
ているのは二つめで、あと二回分の水が必要である。
 142 ［1156］「守護祖先霊」： 102行の「主殿」の注を参照。なお、d’Hertefelt & 
Coupezによれば、宮廷に長く住んだインフォーマントが 1137行と 1156行の祖
霊は王の父と祖父だと言ったという（1964: 391）。Musingaがベルギーに退位さ






は Ndoba王の子Mukoobwaを名祖とするリニジ（Delmas 1950: 34; Kagame 
1947: 369–370; Kagame 1963: 20–22; d’Hertefelt & Coupez 1964: 468）。
 144 ［1163］「新築を祝う性的儀礼を行う（akaakiir ibyo bibaanza）」：動詞-aakiir-は、
「差し出されたものを受け取る。承認する。（家の新築、ソルガムの播種、娘や息
子の結婚、など）が福利をもたらすよう妻と性的な儀礼を行う」（Coupez et al. 
2005: 26）。この儀礼的性行為（kwakira）について、詳しくは Kagame 1954: 
























 145 ［1165］「Nyirishabureの子孫」：王宮の外の広場に umusumbaの木を植える役目
を持つ Banyamisumbaという集団がいた（Kagame 1947: 372）。彼らの祖先に
Nyirishabureという人がいたと思われるが、不詳（cf. d’Hertefelt & Coupez 
1964: 484）。
 146 ［1166］「umusumbaの木」：不詳の植物。この植物名 umusumbaは動詞-sumb-
「優る、上回る、凌駕する」（Coupez et al. 2005: 2360）との言葉遊びにより、王
の卓越性、超越性のメタファーとして使われる（宇野 2011: 105–106）。
 147 ［1178］「外国に勝つ木（umuganzacyaro cyane cyenda）」： umuganzacyaro: -ganz-
「勝つ」＋ -aro「外国」、-end-「取る」を組合わせた呪文（Kagame 1972: 73; d’



















 148 ［1191］「Murariの息子 Gahaya」：ルワンダ北東の Ndorwaの王。Ndorwaはル
ワンダの Cyirima II Rujugira王～Kigeri III Ndabarasa王の時代に征服された
（Kagame 1972: 151, 157; Kagame 1959: 46; 宇野 2011: 124）。
 149 ［1192］「Mwendoの息子 Kabego」： Kabegoはキヴ湖の Ijwi島の王で、19世紀
後半に Kigeri IV Rwabugiriが滅ぼした（宇野 2011: 125–126）。秘典が時代に合
わせて修訂されていたことがわかる。
 150 ［1193］「Gakaraの息子 Kanyoni」：不詳。d’Hertefelt & Coupezのインフォーマ
ントによると、ルワンダの東のMubari王国の王を指したらしい（1964: 465）。
 151 ［1194］「Nyabutamaの息子Muteeyi」：Mibambwe I Mutabazi王の子 Nyabuta-
maの子Muteeyiは、次の王 Yuhi II Gahimaの太鼓を不注意から槍で突いてし
まった。この不敬罪により、彼は処刑され、家系は全滅させられたという
（Kagame 1963: 42）。
 152 ［1195］ 「Muweziの息子Mutaaga」：ブルンジ王Mutaaga II Seebitungwaを指
す。ルワンダ王 Cyrima II Rujugiraの軍に殺された（Kagame 1972: 140–141）。
 153 ［1196］ 「Muramiraの息子 Nzira」：ルワンダ北部のルヘンゲリからウガンダ南
部の Bugaraの王を指す。ルワンダ王 Ndahiro II Cyamatareの殺害を手伝ったと



















 154 ［1197］「Muriiraの息子 Nsibura」： Ndahiro II Cyamatareを殺してルワンダを
11年間支配したブニャブンゴの王（Kagame 1972: 88–91; 宇野 2011: 121）。
 155 ［1198］ 「Gahogozaの息子 Naama」：不詳。d’Hertefelt & Coupezのインフォー
マントによると、Naamaはキヴ湖の Ijwi島の王 Kabego（1192行）の曾祖父だ
という（1964: 475）。David Newbury（1991）は Gahogozaや Naamaに言及し
ていない。
 156 ［1199］「Bazimyaの息子 Kimenyi」：ルワンダ東南部の Gisakaの王 Kimenyi IV 
Getura（d’Ariano 1952: 44）を指すらしい。彼の死後、Gisakaは衰退し、ルワ
ンダに併合された（宇野 2011: 125）。




ワンダの東南。ブハ Buhaの北、ブグフィ Buguの南、ブジンザ Buzinzaの西






















































 159 ［1244］Toora：王の旅行中の宿を建てることを仕事にする集団（d’Hertefelt & 
Coupez 1964: 493）。
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